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平成２５年度 都市景観大賞において、建築と子供たちネットワーク仙台（宮城県
仙台市）が【景観教育・普及啓発部門】で「大賞」を受賞

都市景観大賞は、平成２３年度から、公共的空間と建物等が一体となって良質で優れた

都市景観が形成され、市民に十分に活用されている地区を対象にした【都市空間部門】

と、小中学校における景観まちづくり教育、まち歩き、景観に関するセミナーなど、景観

に関する教育、意識啓発、知識の普及等に取り組んでいる活動を対象にした【景観教育・

普及啓発部門】の２つの部門で景観に関する優れた地区・活動に対し表彰を行っておりま

す。

この度、東北から【景観教育・普及啓発部門】で「建築と子供たちネットワーク仙台」
（宮城県仙台市）が「大賞」に選定されました。

都市景観大賞は、平成２３年度から【都市空間部門】と【景観教育・普及啓発部門】の２部
門で実施され、大賞(国土交通大臣表彰）、優秀賞等が選定されています。
全国各地からの応募の中から、【都市空間部門】においては、「大賞」３地区、「優秀賞」

２地区、「特別賞」２地区が、また、【景観教育・普及啓発部門】においては、「大賞」２団
体、「優秀賞」２団体が選定されました。
なお、「大賞」（国土交通大臣賞）の表彰につきましては、６月１４日(金)に「すまい・る

ホール（住宅金融支援機構内）」（東京都文京区後楽）開催される「まちづくりと景観を考え
る全国大会」において行われます。

別紙１ 平成２５年度都市景観大賞「都市空間部門」受賞地区の概要及び「景観教育・
普及啓発部門」受賞団体の活動内容

別紙２ 東北管内受賞地区履歴一覧（平成１６年度～平成２４年度）
※平成１３年度から平成２２年度までは「美しいまちなみ賞」として表彰

〈発表記者クラブ：宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会）

〈問い合わせ先〉
国土交通省 東北地方整備局 電話 022-225-2171（代表）

建政部 都市調整官 脇坂 隆一 （内6113）

計画・建設産業課長 片川 覚 （内6121）



  

東北管内受賞概要 
 

【景観教育・普及啓発部門】 

「大賞」（国土交通大臣賞） 

 

■活動名：子どもが参画する歴史的建造物の景観再生プロジェクト -出会いから震災復興まで- 

■所在地：宮城県仙台市 

■応募者：建築と子供たちネットワーク仙台 
 

■活動の概要： 

仙台市において、建築と子供たちネットワーク仙台（建築・デザイン関係の専門家・行政職員を
中心に結成された NPO）は、未来を担う子どもたちの創造力を培い、よりよい景観まちづくりへ
の意識の芽を育むための教育活動を実践するため、2001 年より仙台を南北に貫く旧奥州街道沿い
の歴史的景観資源を保全し、子どもたちの教育に活用する取り組みを継続的に展開している。東日
本大震災後は、震災で大きな被害を受けた「堤町まちかど博物館」や「旧丸木商店店蔵」を子ども
たちの参画によって再生する活動を中心に取り組んでいる。修復にあたっては、長期にわたり築い
てきたネットワークを駆使し、多様な団体と連携して行われた。 
この震災復興の活動は、震災で少なからず傷ついてしまったみんなの心が元気になっていくこと

にもつながった。 
また、これまでの継続的な活動が徐々に実を結び、市内の他の地域からも多くの子どもたちが参

加するようになる等、仙台の歴史文化を学ぶ学習拠点として広がりをみせている。 
                                                       
                                                       
                                                        
                                                         
                                                              
                                                        
                                                                                           
                
                                                         
                                                       
                                                       
                                                       
                                          

                                                       
                                                       
                                                        
                                                        
                                                        
                                                          
                                                         
                                                  
                                                   
                                                 
                                                  
                                                  
                                                   
                                                   
                                     
 
 
                                                  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

職人さんにハンマーやタガネの使い方を
教えてもらい、崩落した窯内から運び出し
たレンガから土をはつり取っている様子。 

子どもたちがデザインした“紋”が格子

にはめ込まれ蔵を飾った。 
 

                                   
                                                                              

 

「修復した登り窯」：堤町まちかど博物館 


